
　

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
二
〇
一
一
年
三
月

末
の
体
制
転
換
以
降
多
く
の
法
律
が
成

立
し
て
い
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
法
体
系

は
複
雑
で
、
王
朝
時
代
か
ら
の
慣
習

法
、
英
国
統
治
下
期
に
導
入
さ
れ
た

法
、
ビ
ル
マ
式
社
会
主
義
時
代
に
制
定

さ
れ
た
法
、
そ
し
て
現
在
へ
の
体
制
移

行
直
前
ま
で
タ
ン
シ
ュ
エ
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｃ

（
国
家
平
和
発
展
評
議
会
）
議
長
の
署

名
で
公
布
さ
れ
て
い
た
法
が
混
在
す

る
。
体
制
転
換
以
降
は
、
二
〇
〇
八
年

憲
法
に
も
と
づ
き
立
法
権
は
国
会
に
あ

り
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お
け
る
立
法
は
国

会
で
の
法
案
審
議
と
採
決
に
よ
っ
て
成

立
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
〇
一
〇
年

秋
の
総
選
挙
の
結
果
、
翼
賛
政
党
で
あ

る
Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ｐ
（
連
邦
団
結
発
展
党
）
が

議
席
の
過
半
数
を
占
め
、
四
分
の
一
の

議
席
が
軍
人
議
員
に
充
当
さ
れ
て
い
る

国
会
は
、
当
初
は
大
統
領
の
ラ
バ
ー
ス

タ
ン
プ
に
過
ぎ
な
い
と
予
想
さ
れ
て
い

た
。
し
か
し
二
〇
一
二
年
一
一
月
に
成

立
し
た
外
国
投
資
法
を
め
ぐ
る
数
カ
月

に
わ
た
る
国
会
審
議
で
は
、
外
資
に
開

放
的
な
政
府
法
案
に
対
し
、
国
会
は
国

内
資
本
の
権
益
を
保
護
す
る
よ
う
修
正

を
求
め
た
。
同
年
九
月
に
は
、
国
会
の

設
置
す
る
委
員
会
の
法
的
地
位
に
つ
い

て
大
統
領
が
憲
法
廷
に
憲
法
解
釈
を
求

め
、
憲
法
廷
の
決
定
に
不
満
を
抱
い
た

国
会
は
憲
法
廷
メ
ン
バ
ー
全
員
を
弾
劾

す
る
手
続
き
を
断
行
し
た
。
国
会
は
大

統
領
の
ラ
バ
ー
ス
タ
ン
プ
ど
こ
ろ
か
、

対
抗
姿
勢
を
み
せ
て
お
り
、
こ
れ
を

ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お
け
る
民
主
主
義
の
健

全
な
発
展
段
階
と
評
す
る
向
き
も
あ

る
。
し
か
し
、
国
会
が
自
ら
の
意
に
沿

わ
な
い
判
断
を
下
し
た
憲
法
廷
の
メ
ン

バ
ー
を
違
反
行
為
と
い
う
理
由
で
弾
劾

す
る
事
態
は
、
司
法
の
独
立
と
い
う
観

点
か
ら
、
現
在
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
国
家

体
制
の
ひ
と
つ
の
脆
さ
を
露
呈
し
た
と

い
え
よ
う
。

　

テ
イ
ン
セ
イ
ン
大
統
領
が
そ
の
就
任

演
説
で
謳
い
、
最
大
野
党
Ｎ
Ｌ
Ｄ
（
国

民
民
主
連
盟
）
党
首
で
あ
る
ア
ウ
ン
サ

ン
ス
ー
チ
ー
が
連
呼
し
、
人
民
代
表
院

議
長
シ
ュ
エ
マ
ン
も
強
調
す
る
「
法
の

支
配
」
は
、
司
法
機
関
の
独
立
が
あ
っ

て
こ
そ
存
在
す
る
。
司
法
の
判
断
が
公

正
を
保
つ
た
め
に
は
司
法
権
は
他
の
権

力
に
よ
る
不
当
な
圧
力
や
干
渉
か
ら
独

立
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ミ
ャ

ン
マ
ー
に
お
け
る
「
法
の
支
配
」
の
確

立
は
、
司
法
の
独
立
性
を
い
か
に
確
立

す
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
二
〇
一
二
年
夏
の
国
会

に
よ
る
憲
法
廷
メ
ン
バ
ー
の
弾
劾
そ
し

て
翌
二
〇
一
三
年
一
月
の
憲
法
廷
法
修

正
を
詳
述
し
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お
け
る

司
法
の
独
立
性
の
問
題
点
を
分
析
し
、

今
後
の
司
法
の
あ
り
方
を
論
じ
る
。

●�

議
会
を
怒
ら
せ
た
憲
法
廷
の
判

断
―
政
争
の
先
に
―

　

二
〇
一
二
年
二
月
大
統
領
は
憲
法
廷

に
、
国
会
が
設
置
し
た
委
員
会
の
法
的

地
位
に
つ
い
て
判
断
を
求
め
た
。「
各

院
で
設
置
さ
れ
た
委
員
会
、
評
議
会
や

機
関
を
連
邦
レ
ベ
ル
と
み
な
す
解
釈
は

合
憲
か
否
か
」
―
二
〇
〇
八
年
憲
法
第

三
二
二
条
に
よ
っ
て
憲
法
廷
は
憲
法
の

解
釈
問
題
を
判
断
す
る
権
限
を
有
し
、

第
三
二
五
条
（
ａ
）
に
も
と
づ
き
大
統

領
は
そ
の
判
断
を
求
め
た
。
そ
の
背
景

に
は
、
人
民
代
表
院
と
民
族
代
表
院
に

憲
法
に
明
記
さ
れ
た
四
つ
の
委
員
会
の

他
に
各
々
二
〇
を
超
え
る
委
員
会
が

次
々
と
設
置
さ
れ
て
い
た
。
三
月
に
下

さ
れ
た
憲
法
廷
の
判
断
は
、
憲
法
上
の

連
邦
レ
ベ
ル
の
組
織
と
は
大
統
領
に
任

命
さ
れ
国
会
が
承
認
し
た
組
織
で
あ

り
、
国
会
が
設
置
し
た
委
員
会
や
評
議

会
が
連
邦
レ
ベ
ル
で
あ
る
と
の
解
釈
は

違
憲
で
あ
る
と
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て

国
会
は
、
か
か
る
判
断
は
大
臣
を
召
喚

す
る
国
会
の
権
限
を
制
限
す
る
も
の
で

あ
る
と
反
発
し
た
。
国
会
が
設
置
し
た

委
員
会
や
評
議
会
が
連
邦
レ
ベ
ル
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
は
、
連
邦
レ
ベ
ル
で

あ
る
政
府
機
関
を
審
査
す
る
国
会
の
権

限
を
奪
い
、
立
法
府
の
行
政
府
に
対
す

る
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
骨
抜
き
に
す
る
と

主
張
。
四
月
に
は
一
九
一
名
の
議
員
が

大
統
領
に
抗
議
す
る
も
大
統
領
は
静

観
。
憲
法
廷
に
は
そ
の
判
断
を
撤
回
す

る
よ
う
人
民
代
表
院
議
員
三
〇
一
名
が

特集   ミャンマー改革の３年
─テインセイン政権の
� 中間評価（2）─
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請
願
書
に
署
名
。
そ
し
て
国
会
は
、
憲

法
廷
メ
ン
バ
ー
は
重
大
に
誤
っ
た
憲
法

解
釈
を
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
法
的

役
割
に
違
反
し
た
と
し
て
、
憲
法
第
三

三
四
条
に
も
と
づ
き
憲
法
廷
メ
ン
バ
ー

の
弾
劾
手
続
を
開
始
。
九
月
民
族
代
表

院
で
の
採
決
、
続
く
人
民
代
表
院
で
の

採
決
の
直
後
に
憲
法
廷
メ
ン
バ
ー
全
員

が
辞
任
し
た
。

　

国
会
自
体
に
憲
法
廷
の
判
断
を
覆
す

権
限
は
な
い
。
二
〇
〇
八
年
憲
法
は
憲

法
廷
の
判
断
は
最
終
で
終
局
的
で
あ
る

と
規
定
す
る
。
憲
法
廷
の
判
断
は
一
回

き
り
で
あ
り
、
三
審
制
の
よ
う
に
控
訴

や
上
告
は
な
い
。
判
断
を
覆
せ
な
い
な

ら
ば
、
憲
法
廷
メ
ン
バ
ー
を
す
げ
替
え

る
し
か
な
い
と
国
会
は
弾
劾
と
い
う
刀

を
振
り
上
げ
た
。
憲
法
廷
メ
ン
バ
ー
を

弾
劾
す
る
理
由
と
し
て
、「
違
反
行
為
」

（
第
三
三
四
条
（
ａ
）（
ⅲ
））「
任
務
の

非
効
率
な
遂
行
」（
同
項
（
ｖ
））
が
挙

げ
ら
れ
た
が
、
当
時
の
憲
法
廷
メ
ン

バ
ー
が
こ
れ
ら
に
該
当
す
る
行
為
を
し

た
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
国
会
が

設
置
す
る
委
員
会
に
つ
い
て
憲
法
の
規

定
は
明
確
で
は
な
く
、
憲
法
廷
が
意
図

的
に
か
か
る
結
論
を
導
く
た
め
に
憲
法

解
釈
を
誤
っ
た
と
い
う
証
拠
は
な
い
。

国
会
側
の
主
張
で
は
憲
法
廷
メ
ン
バ
ー

は
テ
イ
ン
セ
イ
ン
大
統
領
の
代
理
人
に

す
ぎ
な
い
と
い
う
が
、
憲
法
廷
が
そ
れ

ま
で
に
行
な
っ
て
き
た
判
断
は
大
統

領
・
連
邦
政
府
よ
り
の
判
断
で
は
決
し

て
な
い
。
そ
れ
に
憲
法
廷
メ
ン
バ
ー
九

人
の
う
ち
大
統
領
の
指
名
に
よ
る
者
は

三
人
だ
け
で
あ
り
、
残
り
三
人
は
人
民

代
表
院
、
三
人
は
民
族
代
表
院
が
選
出

し
た
者
で
あ
る
。
憲
法
廷
メ
ン
バ
ー
の

弾
劾
は
数
カ
月
間
続
い
た
憲
法
廷
の
役

割
を
め
ぐ
る
大
統
領
と
国
会
の
確
執
に

ひ
と
つ
の
決
着
を
つ
け
る
も
の
で
あ
っ

た
。
要
は
政
治
力
の
争
い
の
ひ
と
つ
の

表
出
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
評
価
と
同
時

に
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
司
法
の
独
立
に
と
っ

て
は
危
険
な
前
例
が
つ
く
ら
れ
た
と
い

え
よ
う
。

●�

議
会
に
よ
る
憲
法
廷
法
の
修
正

　

国
会
は
、
憲
法
廷
メ
ン
バ
ー
の
弾
劾

に
と
ど
ま
ら
ず
、
憲
法
廷
の
あ
り
方
を

規
定
す
る
憲
法
廷
法
（T

h
e C

on
sti-

tu
tio

n
al T

ribu
n
al o

f th
e U

n
io

n
 

L
aw

）
そ
の
も
の
を
修
正
す
る
と
い
う

立
法
権
を
行
使
し
た
。
憲
法
廷
法
は
、

二
〇
〇
八
年
憲
法
第
四
四
三
条
「
憲
法

が
施
行
さ
れ
る
前
に
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｃ
が
行

う
準
備
作
業
は
憲
法
に
合
致
し
て
行
な

わ
れ
た
も
の
と
す
る
」
と
い
う
規
定
に

拠
っ
て
、S

P
D

C
 L

aw
 N

o.2
1
/2

0
1
0

と
し
て
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
二
八
日
に

制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

二
〇
一
三
年
一
月
二
一
日
に
公
布
さ

れ
た
憲
法
廷
法
の
修
正
は
、
第
一
に
憲

法
廷
長
の
指
名
権
を
大
統
領
か
ら
国
会

議
長
に
移
し
た
。
旧
法
第
六
条
は
、
憲

法
廷
メ
ン
バ
ー
を
大
統
領
、
人
民
代
表

院
議
長
、
民
族
代
表
院
議
長
が
各
々
三

名
選
び
、
大
統
領
が
合
計
九
名
の
リ
ス

ト
の
中
か
ら
憲
法
廷
長
を
指
名
し
国
会

の
承
認
を
得
る
と
規
定
し
て
い
た
。
修

正
法
で
は
か
か
る
リ
ス
ト
の
中
か
ら
、

人
民
代
表
院
議
長
お
よ
び
民
族
代
表
院

議
長
の
協
議
に
よ
り
憲
法
廷
長
が
指
名

さ
れ
、
国
会
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
る
と

し
た
。

　

第
二
の
修
正
点
は
、
憲
法
廷
法
の
任

務
と
し
て
国
会
へ
の
報
告
義
務
が
課
せ

ら
れ
た
。
憲
法
廷
法
第
一
二
条
に
は
憲

法
廷
の
任
務
と
し
て
、（
ａ
）
憲
法
規

定
の
解
釈　
（
ｂ
）
法
律
の
違
憲
審
査　

（
ｃ
）
行
政
措
置
の
違
憲
審
査　
（
ｄ
）

連
邦
と
管
区
、
連
邦
と
州
、
管
区
と

州
、
州
間
、
管
区
間
、
州
と
自
治
区
、

管
区
と
自
治
区
、
自
治
区
間
の
憲
法
上

の
争
い
の
判
断　
（
ｅ
）
連
邦
、
管

区
、
州
ま
た
は
自
治
区
が
各
々
の
法
を

執
行
す
る
に
あ
た
り
、
権
利
お
よ
び
義

務
に
つ
い
て
発
生
す
る
争
い
の
判
断　

（
ｆ
）
連
邦
領
に
つ
い
て
大
統
領
か
ら

通
知
さ
れ
た
事
項
の
審
査
お
よ
び
判
断　

（
ｇ
）
他
の
裁
判
所
で
法
律
の
違
憲
性

に
関
す
る
争
い
が
提
訴
さ
れ
、
か
か
る

事
項
に
つ
い
て
憲
法
廷
の
判
断
が
な
さ

れ
て
い
な
い
場
合
、
当
該
裁
判
所
は
審

理
を
中
断
し
憲
法
廷
に
意
見
を
提
出
し

決
定
を
得
る
こ
と　
（
ｈ
）
国
会
が
制

定
す
る
法
律
に
規
定
さ
れ
た
機
能
と
任

務
を
果
た
す
こ
と
が
列
挙
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
規
定
は
憲
法
第
三
二
二

条
お
よ
び
第
三
二
三
条
の
規
定
に
倣
っ

て
い
る
。
修
正
法
は
、
そ
れ
に
（
ｉ
）

と
し
て
「
憲
法
廷
メ
ン
バ
ー
は
そ
の
任

務
に
関
し
て
、
自
ら
を
選
出
し
た
大
統

領
、
人
民
代
表
院
議
長
ま
た
は
民
族
代

表
院
議
長
に
対
し
て
報
告
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
い
う
規
定
を
加
え
た
。

　

第
三
に
、
憲
法
廷
の
判
断
の
拘
束
力

に
つ
い
て
修
正
し
た
。
憲
法
廷
の
決
定

の
効
力
に
つ
い
て
旧
法
は
、
第
二
三
条

に
お
い
て
「
憲
法
廷
の
決
定
は
終
局
的

で
結
論
的
で
あ
る
」
と
規
定
し
、
第
二

四
条
で
「
第
一
二
条
（
ｇ
）
に
よ
っ
て

あ
る
裁
判
所
か
ら
提
出
さ
れ
た
事
項
に

関
す
る
決
定
は
拘
束
力
を
も
つ
」
と
規

定
し
、
第
二
五
条
で
は
「
憲
法
廷
の
決

定
は
関
連
す
る
政
府
省
庁
、
機
関
、

人
々
も
し
く
は
各
管
区
に
効
力
が
及

ぶ
」
と
規
定
す
る
。
第
二
三
条
は
、
憲

法
第
三
二
四
条
の
規
定
と
同
じ
で
あ

り
、
第
二
四
条
も
憲
法
第
三
二
三
条
に

倣
っ
た
も
の
で
あ
る
。
修
正
法
で
は
、

ま
ず
旧
法
第
二
三
条
と
第
二
四
条
の
条

文
番
号
を
入
れ
替
え
た
う
え
で
、
新
し

い
第
二
四
条
の
文
言
を
「
第
二
三
条
に

ミャンマーにおける「法の支配」 ―司法はいかなる役割をはたすのか―
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従
っ
て
な
さ
れ
た
憲
法
廷
の
決
定
は
終

局
的
で
あ
る
」
と
し
、
旧
法
第
二
五
条

を
削
除
し
た
。
憲
法
廷
の
決
定
が
終
局

的
で
あ
る
場
合
を
、
修
正
法
第
二
三
条

の
場
合
、
す
な
わ
ち
あ
る
裁
判
所
か
ら

提
出
さ
れ
た
事
項
に
関
す
る
決
定
の
み

に
限
る
と
し
、
拘
束
力
を
も
つ
と
い
う

明
文
は
削
ら
れ
た
。
旧
法
第
二
五
条
を

削
除
す
る
こ
と
に
よ
り
、
憲
法
廷
の
決

定
の
効
力
を
否
定
し
た
。
こ
れ
は
、
憲

法
廷
の
機
能
と
役
割
に
重
大
な
変
化
を

も
た
ら
す
も
の
で
あ
り
、
憲
法
廷
の
存

在
意
義
さ
え
も
危
ぶ
ま
れ
る
修
正
と
い

え
る
。
旧
法
第
二
五
条
の
文
言
は
憲
法

に
は
な
い
た
め
、
そ
の
削
除
は
憲
法
自

体
に
抵
触
す
る
と
は
い
え
な
い
。
し
か

し
、「
憲
法
廷
の
決
定
は
終
局
的
で
結

論
的
で
あ
る
」
と
い
う
憲
法
規
定
は
、

修
正
法
に
よ
っ
て
歪
め
ら
れ
た
。

　

テ
イ
ン
セ
イ
ン
大
統
領
は
修
正
案
を

採
決
し
よ
う
と
す
る
国
会
に
対
し
、
こ

の
よ
う
な
修
正
で
は
な
く
、
憲
法
廷
の

役
割
を
規
定
し
た
憲
法
の
該
当
規
定
を

改
正
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
が
、
国
会

は
耳
を
貸
さ
な
か
っ
た
。
修
正
法
が
公

布
さ
れ
た
翌
日
のN

ew
 L

igh
t o

f 

M
yan

m
ar

紙
で
テ
イ
ン
セ
イ
ン
大
統

領
は
、
修
正
法
案
に
や
む
な
く
同
意
を

し
た
が
、
こ
の
修
正
法
は
憲
法
廷
の
管

轄
権
を
損
ね
る
と
強
調
。
そ
し
て
当
該

修
正
法
の
合
憲
性
を
判
断
す
る
か
ど
う

か
は
憲
法
廷
次
第
だ
と
述
べ
た
。
し
か

し
そ
の
後
憲
法
廷
に
、
か
か
る
判
断
を

求
め
る
者
は
な
い
。

　

二
〇
一
三
年
二
月
二
五
日
憲
法
廷
の

新
し
い
メ
ン
バ
ー
が
任
命
さ
れ
た
（
大

統
領
府
令N

o
.1

2
/2

0
1
3

）。
修
正
さ

れ
た
憲
法
廷
法
第
六
条
に
も
と
づ
き
、

人
民
代
表
院
議
長
が
指
名
し
た
ミ
ャ
テ

イ
ン
（
元
最
高
裁
判
所
事
務
総
長
）
が

憲
法
廷
長
と
し
て
議
会
で
承
認
さ
れ

た
。
現
政
権
下
に
お
け
る
憲
法
廷
第
二

次
メ
ン
バ
ー
は
ミ
ャ
テ
イ
ン
憲
法
廷
長

の
他
に
は
裁
判
所
出
身
者
は
い
な
い
。

●�
二
〇
〇
八
年
憲
法
に
お
け
る
憲

法
廷
新
設
の
意
図
は
何
か

　

そ
も
そ
も
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
二
〇
〇
八

年
憲
法
で
新
設
さ
れ
た
憲
法
廷
の
司
法

権
は
、
そ
の
独
立
性
が
守
ら
れ
る
べ
き

い
か
な
る
役
割
を
担
う
も
の
で
あ
る
の

か
。
一
九
四
七
年
最
初
の
憲
法
制
定
以

来
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
司
法
制
度
史
上
、

憲
法
判
断
を
専
権
管
轄
と
す
る
司
法
機

関
は
存
在
し
な
か
っ
た
し
、
一
九
八
八

年
以
降
憲
法
（
一
九
七
四
年
憲
法
）
自

体
が
停
止
さ
れ
て
い
た
。
憲
法
判
断
と

は
こ
れ
ま
で
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
司
法
が
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
役
割
な
の
で
あ

る
。
憲
法
第
三
三
五
条
は
、
憲
法
廷
の

任
期
を
議
会
と
同
様
に
五
年
間
と
規
定

す
る
。
こ
の
規
定
か
ら
憲
法
廷
は
政
治

任
用
で
あ
り
、
大
統
領
色
が
色
濃
く
反

映
さ
れ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
軍
事
政
権

か
ら
の
体
制
移
行
は
、
二
〇
〇
八
年
憲

法
を
も
っ
て
い
か
に
権
力
を
分
配
す
る

か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
憲
法
維

持
の
た
め
に
憲
法
廷
は
つ
く
ら
れ
た
と

も
推
測
さ
れ
る
。

　

振
り
返
れ
ば
二
〇
〇
八
年
憲
法
は
、

二
〇
〇
八
年
五
月
サ
イ
ク
ロ
ン
に
よ
る

未
曾
有
の
被
害
に
見
舞
わ
れ
た
直
後
に

国
際
社
会
か
ら
の
批
判
に
も
か
か
わ
ら

ず
軍
政
に
よ
っ
て
断
行
さ
れ
た
国
民
投

票
に
よ
っ
て
、
投
票
者
二
七
二
八
万
八

八
二
七
人
の
う
ち
九
二
・
四
八
％
の
同

意
を
得
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
二
〇

〇
八
年
五
月
二
六
日
付
国
民
投
票
評
議

会
告
示N

o
.1

2
/2

0
0
8

）。
そ
の
憲
法

は
軍
政
お
手
盛
り
の
憲
法
制
定
会
議
で

起
草
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
国
民
は
四

五
七
条
に
も
及
ぶ
条
文
の
内
容
を
理
解

し
な
い
ま
ま
投
票
を
強
い
ら
れ
た
。
同

憲
法
に
も
と
づ
く
二
〇
一
〇
年
一
一
月

の
選
挙
は
、
ア
ウ
ン
サ
ン
ス
ー
チ
ー
は

軟
禁
さ
れ
た
ま
ま
Ｎ
Ｌ
Ｄ
の
参
加
は
な

く
、
国
際
的
な
選
挙
監
視
団
の
入
国
は

認
め
ら
れ
ず
、
Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ｐ
の
圧
倒
的
勝

利
で
終
わ
っ
た
。
議
会
の
議
席
の
四
分

の
一
は
二
〇
〇
八
年
憲
法
規
定
に
よ
っ

て
軍
人
議
員
に
確
保
さ
れ
て
い
る
。
つ

ま
り
は
憲
法
廷
の
根
拠
で
あ
る
二
〇
〇

八
年
憲
法
自
体
も
、
憲
法
廷
メ
ン
バ
ー

を
弾
劾
し
、
憲
法
延
法
の
修
正
を
断
行

し
た
議
会
自
体
も
、
そ
の
正
統
性
に
つ

い
て
民
主
主
義
の
挑
戦
を
受
け
続
け
て

い
る
。

　

し
か
し
、
憲
法
廷
の
設
立
経
緯
に
か

か
わ
ら
ず
、
国
会
が
そ
の
意
に
沿
わ
な

い
憲
法
廷
の
決
定
を
違
反
行
為
と
し
て

メ
ン
バ
ー
を
弾
劾
し
、
憲
法
規
定
を
歪

め
る
修
正
法
を
成
立
さ
せ
る
の
は
法
的

論
理
に
則
っ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

議
会
や
「
法
の
支
配
」
と
い
う
器
や
詭

弁
を
弄
し
て
の
権
力
争
い
に
憲
法
廷
が

使
わ
れ
た
と
す
れ
ば
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
司

法
の
独
立
に
と
っ
て
憂
慮
さ
れ
る
先
例

と
な
っ
た
。

　

昨
年
九
月
に
憲
法
廷
で
面
会
に
応
じ

て
く
れ
た
憲
法
廷
長
は
こ
う
語
っ
た
。

「
軍
政
時
代
に
は
立
法
、
行
政
、
司
法

の
三
権
す
べ
て
が
軍
に
掌
握
さ
れ
て
い

た
。
我
々
は
、
法
の
支
配
、
民
主
主
義

を
め
ざ
し
て
現
憲
法
を
つ
く
り
、
法
の

支
配
を
保
障
す
る
し
く
み
と
し
て
憲
法

廷
を
つ
く
っ
た
。」
―
何
を
憲
法
廷
の

管
轄
と
す
る
か
ミ
ャ
ン
マ
ー
司
法
は
手

探
り
の
状
態
に
あ
る
。
法
の
支
配
、
民

主
主
義
を
標
榜
す
る
ひ
と
つ
の
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
憲
法
廷
と

い
う
器
が
息
吹
を
吹
き
込
ま
れ
る
の
か

否
か
は
、
ま
さ
に
今
大
き
な
う
ね
り
と

な
っ
て
い
る
憲
法
改
正
の
ゆ
く
え
に
か

か
っ
て
い
る
。
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●�

活
発
化
す
る
憲
法
改
正
の
動
き

―
憲
法
改
正
の
な
か
で
失
っ
て

は
な
ら
な
い
も
の
―

　

二
〇
一
四
年
初
め
テ
イ
ン
セ
イ
ン
大

統
領
は
月
例
の
ラ
ジ
オ
演
説
で
「
健
全

な
憲
法
と
い
う
も
の
は
、
我
々
の
社
会

の
国
家
的
、
経
済
的
、
社
会
的
要
請
に

応
じ
て
適
宜
修
正
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
」
と
述
べ
た
。
国
会
は
す
で
に
二
〇

一
三
年
七
月
二
五
日
に
憲
法
見
直
し
合

同
委
員
会
を
設
置
し
た　
（
同
日
付
告

示N
o
.4

1
/2

0
1
3

）。
委
員
長
以
下
一

〇
九
名
、
う
ち
Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ｐ
議
員
五
二

名
、
軍
人
議
員
二
五
名
、
Ｎ
Ｌ
Ｄ
議
員

七
名
そ
の
他
少
数
民
族
政
党
の
議
員
か

ら
成
る
。
委
員
会
が
一
〇
月
か
ら
憲
法

修
正
に
関
す
る
提
言
を
公
募
し
た
と
こ

ろ
、
一
二
月
末
ま
で
に
三
二
万
通
の
提

案
を
受
け
取
っ
た
と
い
う
。

　

Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ｐ
も
、
外
国
籍
の
配
偶
者
や

子
ど
も
を
持
つ
者
の
大
統
領
就
任
を
拒

む
第
五
九
条
（
f
）
を
含
む
五
二
の
条

文
の
修
正
、
二
一
の
条
文
の
削
除
を
求

め
る
提
案
書
を
決
議
。
提
案
の
な
か
に

管
区
や
州
の
首
長
を
投
票
で
選
出
す
る

案
も
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
。
現
議
会

議
席
の
過
半
数
を
握
る
現
与
党
が
自
ら

の
拠
り
処
と
な
っ
て
い
る
憲
法
の
改
正

に
前
向
き
な
姿
勢
を
示
し
た
こ
と
は
驚

き
を
も
っ
て
報
じ
ら
れ
た
。
軍
自
体
も

提
案
を
提
出
し
た
と
い
う
。
Ｎ
Ｌ
Ｄ
は

一
六
八
の
条
文
規
定
の
変
更
を
求
め
て

い
る
。

　

改
正
論
議
の
渦
中
に
あ
る
二
〇
〇
八

年
憲
法
で
あ
る
が
、
現
憲
法
の
重
要
性

の
ひ
と
つ
は
、
最
高
裁
判
所
に
よ
る
令

状
発
行
権
限
の
復
活
に
あ
る
こ
と
は
特

筆
し
て
お
き
た
い
。
普
遍
的
価
値
で
あ

る
「
法
の
支
配
」
は
、
専
断
的
な
国
家

権
力
の
支
配
を
排
除
し
、
権
力
を
法
で

拘
束
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
民
の
権

利
と
自
由
を
擁
護
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。
そ
こ
で
重
要
な
の
は
権
力
の
恣

意
的
行
使
を
法
に
よ
っ
て
抑
制
す
る
裁

判
所
の
役
割
で
あ
る
。

　

独
立
当
初
一
九
四
七
年
憲
法
で
は
最

高
裁
判
所
に
憲
法
上
の
救
済
手
段
と
し

て
人
身
保
護
令
状
、
職
務
執
行
令
状
、

禁
止
令
状
、
権
限
開
示
令
状
、
移
送
令

状
の
発
行
権
を
授
権
し
て
い
た
。
最
高

裁
は
個
人
の
権
利
を
保
護
し
行
政
の
行

為
を
制
限
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
た
。

一
九
六
二
年
の
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
り
革

命
評
議
会
は
そ
れ
ま
で
の
司
法
制
度
を

廃
止
、
一
九
七
四
年
の
社
会
主
義
憲
法

で
は
立
法
、
行
政
、
司
法
の
分
立
は
な

か
っ
た
。
一
九
八
八
年
に
軍
政
に
よ
っ

て
最
高
裁
判
所
を
頂
点
と
す
る
新
た
な

裁
判
所
制
度
が
設
立
さ
れ
た
が
、
最
高

裁
に
令
状
事
件
を
審
理
す
る
権
限
は
な

か
っ
た
。
二
〇
〇
八
年
憲
法
に
よ
っ
て

最
高
裁
の
令
状
発
行
権
が
お
よ
そ
半
世

紀
ぶ
り
に
再
導
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

人
々
の
基
本
権
を
定
め
た
第
Ⅷ
章
の
第

三
七
八
条
は
、「
第
Ⅷ
章
で
付
与
さ
れ

た
基
本
的
権
利
に
関
す
る
申
請
に
つ
い

て
、
最
高
裁
は
人
身
保
護
令
状
、
職
務

執
行
令
状
、
禁
止
令
状
、
権
限
開
示
令

状
、
移
送
令
状
を
発
行
す
る
権
限
を
有

す
る
」
と
規
定
し
、
基
本
権
の
保
障
の

た
め
に
最
高
裁
の
令
状
発
行
権
が
あ
る

こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。
し
か
し
最
高

裁
の
令
状
発
行
権
も
司
法
が
独
立
し
て

い
な
け
れ
ば
そ
れ
は
発
揮
さ
れ
な
い
。

　

外
国
人
投
資
家
に
と
っ
て
も
ミ
ャ
ン

マ
ー
の
裁
判
所
の
独
立
性
が
重
要
で
あ

る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
ミ
ャ
ン

マ
ー
は
、
二
〇
一
三
年
七
月
一
五
日

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
条
約
（
外
国
仲
裁
判
断

の
承
認
お
よ
び
執
行
に
関
す
る
条
約
）

に
加
盟
し
た
。
同
条
約
へ
の
加
盟
は
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
裁
判
所
に
、
当
事
者
間

の
契
約
で
当
事
者
間
の
紛
争
は
外
国
仲

裁
に
委
ね
る
と
同
意
し
た
場
合
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
国
内
に
お
い
て
そ
の
外
国
仲
裁

判
断
を
承
認
し
執
行
す
る
義
務
を
負
わ

せ
る
。
同
条
約
に
は
、
加
盟
国
の
裁
判

所
は
自
国
の
公
序
に
反
す
る
と
い
う
理

由
で
判
断
の
執
行
を
拒
む
こ
と
が
で
き

る
と
の
規
定
が
あ
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
の

裁
判
所
が
今
後
ど
の
よ
う
に
こ
の
規
定

を
解
釈
す
る
か
、
と
く
に
自
国
政
府
や

国
営
企
業
が
関
係
す
る
判
断
に
つ
い
て

い
か
に
解
釈
す
る
か
。
同
条
約
へ
の
加

盟
が
実
効
性
を
も
つ
べ
く
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
の
裁
判
所
が
い
か
に
そ
の
独
立
性

を
確
保
す
る
の
か
注
目
さ
れ
る
。

　

こ
の
国
は
確
実
に
変
わ
っ
た
。
今
か

ら
十
余
年
前
ヤ
ン
ゴ
ン
大
学
で
「
こ
の

国
で
は
真
実
を
語
る
こ
と
は
罪
に
な

る
」
と
意
見
開
陳
を
拒
ん
だ
研
究
者
仲

間
は
、
今
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
憲
法
そ
し

て
司
法
の
あ
り
方
に
つ
い
て
熱
い
議
論

を
交
わ
す
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お
け
る

「
法
の
支
配
」
は
五
〇
年
余
に
わ
た
る

軍
政
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
た
。
そ

れ
が
今
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
人
々
は
、
法

は
統
治
す
る
者
の
手
段
で
は
な
く
、

人
々
の
権
利
を
実
現
さ
せ
る
手
段
で
あ

る
こ
と
を
理
解
し
始
め
て
い
る
。
二
〇

〇
八
年
憲
法
を
出
発
点
と
し
て
、
こ
の

国
の
あ
り
方
（
ガ
バ
ナ
ン
ス
）、
法
の

支
配
の
あ
り
方
が
ま
さ
に
築
き
始
め
ら

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
変
化
は
二

〇
一
一
年
三
月
末
の
現
政
権
発
足
時
に

は
お
そ
ら
く
誰
も
予
想
し
な
か
っ
た
速

度
で
進
ん
で
い
る
。

（
や
ま
だ　

み
わ
／

）

ミャンマーにおける「法の支配」 ―司法はいかなる役割をはたすのか―
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